
【問い合わせ先】 
中国運輸局 鳥取運輸支局 （境庁舎） 
担当者名（山口・三島） 
TEL：0859-42-2169（直通） 
FAX：0859-42-2160 

小学生・社会見学会 ～海運・港湾・物流・交通と暮らし～ 

                        

 
平成３０年１０月１０日 

 

 

 

 

 

 

鳥取運輸支局、境港湾・空港整備事務所では、海の果たす役割、物流・交通の重要性を広く皆様方に

理解していただくため、海事思想の普及や物流・公共交通の推進に積極的に取り組んでいるところです。 

このたび、境港市立渡小学校、境港市立中浜小学校の児童を対象に、美保湾に隣接する港湾物流施設

を陸上・船上から見学することや、米子地区、松江地区に所在する物流ターミナル、営業倉庫の見学を

行います。 

また、地域公共交通を支える乗合バス事業者、物流の担い手であるトラック事業者の事業施設を見学

し、これらの事業が普段の暮らしや生活とどの様なつながりを持っているのかについて学んでいただく

ため、「社会見学会 ～海運・港湾・物流・交通と暮らし～」を、下記（行程概要及び行程表は別紙参照）

のとおり実施することとしましたのでお知らせします。 

 

記 

 
１． 日  時  第１回（渡小学校）  平成３０年１０月１６日(火) ９時００分～１５時５０分頃 

      第２回（中浜小学校） 平成３０年１０月２２日(月) ９時００分～１５時５０分頃 

 

２． 実施概要  境港地区：国際コンテナターミナル及び美保湾港湾見学クルーズ ※共通 

及び場所  米子地区：トラック・物流ターミナル 体験・施設見学 ※第１回のみ 

松江地区：乗合・貸切バス、営業倉庫 体験・施設見学 ※第２回のみ 

 

３． その他  取材可能（一部施設及び一部児童の撮影はお断りとなります。） 

マスコミ関係の方で、同行のご希望がございましたら、別紙参加希望表により 

   ＦＡＸで１０月１１日（木）１６時までにご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 
中国運輸局鳥取運輸支局 

中国地方整備局境港湾・空港整備事務所 

C to Seaプロジェクト 
海や船が「楽しく身近な存在」になるための取組み。 

ポータルサイト「海ココ」→ 



小学生・社会見学会行程概要 

～海運・港湾・物流・交通と暮らし～ 

 
 
１． 日 時 第１回 平成３０年１０月１６日(火) ９時００分～１５時５０分頃 

    第２回 平成３０年１０月２２日(月) ９時００分～１５時５０分頃 

 

２． 場 所  

＜境港地区：境港市昭和町＞ ※第１回、第２回とも 

境港国際コンテナターミナル・美保湾港湾見学クルーズ 

（境港海陸運送株式会社・王子物流株式会社） 

＜米子地区：米子市和田町＞ ※第１回のみ 

トラック・物流ターミナル 

（服島運輸株式会社本社） 

＜松江地区：松江市西川津町＞ ※第２回のみ 

トラック・物流ターミナル 

（一畑バス株式会社本社・株式会社ニチレイ・ロジスティクス中四国松江物流センター） 

 

３．参加者 第１回 境港市立渡小学校  ５年生５７名 

第２回 境港市立中浜小学校 ５年生４９名 

 

４．主 催 中国運輸局鳥取運輸支局／中国地方整備局境港湾・空港整備事務所 

 

５．協 力  境港海陸運送株式会社／王子物流株式会社／服島運輸株式会社／ 

一畑バス株式会社／株式会社ニチレイ・ロジスティクス中四国 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
  第１回 

    

 

 
行程（2組に分かれて実施し、もう1組は午前午後を入れ替えて見学します） 

9:30 渡小学校（発） 

9:45 竹内物揚場（着）バスの中で主催者挨拶 

 1班  2班 

9:50 
バス（竹内物揚場→昭和南）移動 

国際コンテナターミナル（着） 
9:50 

港湾業務艇「みほかぜ」乗船 

  

 
港湾荷役設備・ガントリークレーン及びチ

ップ置場等見学（境港海陸運送(株)・王子

物流(株)各担当者説明） 

 
船から境港見学（中国地方整備局担当者説

明） 

10:30 
国際コンテナターミナル（発） 

バス（昭和南→竹内物揚場） 
10:35 

下船 

10:40 
竹内物揚場（着） 

10:40 
竹内物揚場（発） 

バス（竹内物揚場→昭和南）移動 

10:45 
港湾業務艇「みほかぜ」乗船 

10:50 
国際コンテナターミナル（着） 

 

船から境港見学（中国地方整備局担当者説

明）  
港湾荷役設備・ガントリークレーン及びチ

ップ置場等見学（境港海陸運送(株)・王子

物流(株)各担当者説明） 

11:30 
下船 

11:30 
国際コンテナターミナル（発） 

バス（昭和南→竹内物揚場）移動 

11:40 
「みほかぜ」をバックに全員で記念撮影 

11:50 
竹内物揚場（発）→夢みなとタワーで昼休憩 

13:00 
夢みなとタワー（発）→米子市へ移動 

13:20 
服島運輸(株) （着） 

13:30 

 

物流ターミナルのトラック及び倉庫施設等見学(服島運輸(株)担当者説明) 

15:10 
施設見学終了 

15:20 
渡小学校に向け出発 

15:50 
渡小学校（着） 

 

平成３０年１０月１６日（火） 



  
  第２回 

    

 

 
行程（2組に分かれて実施し、もう1組は午前午後を入れ替えて見学します） 

9:30 中浜小学校（発） 

9:45 竹内物揚場（着）バスの中で主催者挨拶 

 1班  2班 

9:50 
バス（竹内物揚場→昭和南）移動 

国際コンテナターミナル（着） 
9:50 

港湾業務艇「みほかぜ」乗船 

  

 
港湾荷役設備・ガントリークレーン及びチ

ップ置場等見学（境港海陸運送(株)・王子

物流(株)各担当者説明） 

 
船から境港見学（中国地方整備局担当者説

明） 

10:30 
国際コンテナターミナル（発） 

バス（昭和南→竹内物揚場） 
10:35 

下船 

10:40 
竹内物揚場（着） 

10:40 
竹内物揚場（発） 

バス（竹内物揚場→昭和南）移動 

10:45 
港湾業務艇「みほかぜ」乗船 

10:50 
国際コンテナターミナル（着） 

 

船から境港見学（中国地方整備局担当者説

明）  
港湾荷役設備・ガントリークレーン及びチ

ップ置場等見学（境港海陸運送(株)・王子

物流(株)各担当者説明） 

11:30 
下船 

11:30 
国際コンテナターミナル（発） 

バス（昭和南→竹内物揚場）移動 

11:40 
「みほかぜ」をバックに全員で記念撮影 

11:50 
竹内物揚場（発）→夢みなとタワーで昼休憩 

12:55 
夢みなとタワー(発)→松江市へ移動 

 
1班  2班 

13:40 
一畑バス(着)  

路線バス・貸切バスの車両・車庫見学(一

畑バス(株)担当者説明) 

13:40 
ニチレイ・ロジスティクス(着) 

冷蔵倉庫見学((株)ニチレイ・ロジスティク

ス中四国担当者説明) 

14:10 
バス(一畑バス→ニチレイ)移動 

14:05 
バス(ニチレイ→一畑バス)移動 

14:15 
ニチレイ・ロジスティクス(着) 

冷蔵倉庫見学((株)ニチレイ・ロジスティ

クス中四国担当者説明) 

14:10 
一畑バス(着)  

路線バス・貸切バスの車両・車庫見学(一畑

バス(株)担当者説明) 

14:50 
中浜小学校に向け出発 

15:50 
中浜小学校（着） 

 

平成３０年１０月２２日（月） 



○ 施設見学場所概要 

・境港市昭和町（昭和南地区）(第１回・第２回共通) 

 

※港湾業務艇「みほかぜ」は竹内1号物揚場付近から出発する予定です。 

 

 

 

 

 

【施設見学】 

コンテナターミナル、港

湾荷役設備、チップ置場

【施設見学】 

港湾業務艇「みほかぜ」に

乗船し、海から港を見学 
 



・米子市和田町(第１回のみ) 

 

 
 

・松江市西川津町(第２回のみ) 
 

 

【施設見学】 

物流ターミナル・ 
トラック車両・車庫 

(服島運輸) 
 

【施設見学】 

路線バス・貸切バスの

車両・車庫等 
(一畑バス) 

【施設見学】 

冷蔵倉庫 
(ニチレイ・ロジスティクス) 



 

中国運輸局鳥取運輸支局（境庁舎） 山口 行き 

 

FAX：０８５９－４２－２１６０ 
※１０月１１日（木）１６時までにご連絡ください。 

 

 

 参 加 希 望 表  

 
 

   

     

 
御社名     

 

     

 
連絡先担当者       

 

 
連絡先電話番号     

 

 

 

参加日    

     
  役  職 氏  名 生年月日 

 

①       
 

②       
 

③       
 

   
  

   
  

   
  

 
車両番号     

 
     

※  名前等につきましては、港湾施設内立入り事前許可取得のため必要です。 

港湾施設内に車を乗り入れる場合は、ナンバーを記入してください。 
 

※ 提出していただいた個人情報は本事業以外では使用いたしません。 

 


